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開催報告



YAKUZEN EXPOでも活躍
子どもの笑顔が大好きな
メンバーたち
創設17年目を迎え、14名のメンバーが在籍する「児童文化部」。
「YAKUZEN EXPO 2017」ではキッズコーナーを担当するなど、
さまざまな活動で注目を集めるメンバーにお話を伺いました。

　
「
Y
A
K
U
Z
E
N 

E
X
P
O 

2
0
1
7
」で
は
、沢
山
の
在
学
生

が
活
躍
し
ま
し
た
。メ
イ
ン
会
場
2

階
の
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
た

の
が「
児
童
文
化
部
」で
す
。さ
ま
ざ

ま
な
学
部
か
ら
子
ど
も
好
き
な
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
り
、主
に
幼
稚
園
や

保
育
園
、公
民
館
な
ど
で
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
任
さ
れ

る
に
あ
た
り
、小
さ
な
子
ど
も
に
楽

し
ん
で
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
、夏
休
み
返
上
で
企
画
を
考

案
。い
つ
も
イ
ベ
ン
ト
で
大
人
気
の「
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
」の
お
話
を
3
つ
準
備

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
と
は
、ボ
ー
ド
上
の
絵
人
形
を

動
か
し
て
物
語
を
展
開
す
る
、い
わ

ば「
動
く
絵
本
」。ひ
っ
く
り
返
す
と

動
物
が
変
身
す
る
な
ど
、仕
掛
け
も

いっ
ぱ
い
の
パ
ネ
ル
に
子
ど
も
た
ち
も

大
興
奮
！
登
場
人
物
に
な
り
き
っ
た

メ
ン
バ
ー
が
演
じ
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

は
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

　

今
後
の
目
標
は
幼
稚
園
や
保
育

園
で
の
公
演
を
増
や
す
こ
と
。

「
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち

が
喜
ぶ
姿
を
見
た
い
ん
で
す
！
」

と
、キ
ラ
キ
ラ
し
た
笑
顔
で
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
出
会
う
た
め

も
っ
と
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
き
た
い
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2017年9月1日（金）～3日（日）3日間／時間：10:00～17:00
福岡国際センター（展示会）及び福岡国際会議場（シンポジウム）
中村学園大学、上海中医薬大学

株式会社九電工、JAグループ福岡、株式会社ふくや

中華人民共和国駐福岡総領事館　経済産業省九州経済産業局　厚生労働省九州厚生局　農林水産省九州農政局　福岡県　福岡市　
福岡県教育委員会　産業医科大学　福岡商工会議所　一般社団法人九州経済連合会　一般社団法人福岡中小企業経営者協会　
九州電力株式会社　株式会社西日本シティ銀行　株式会社福岡銀行　西日本鉄道株式会社　西部ガス株式会社　株式会社九電工　
九州旅客鉄道株式会社　株式会社西日本新聞社　株式会社ふくや　株式会社トーホー　ロイヤルホールディングス株式会社
JAグループ福岡　福岡県食品産業協議会　一般社団法人福岡市私立幼稚園連盟　一般社団法人福岡市保育協会　
公益社団法人福岡県栄養士会　公益社団法人福岡県医師会　一般社団法人福岡市医師会　一般社団法人福岡県歯科医師会　
公益社団法人福岡県薬剤師会　公益社団法人福岡県看護協会　特定非営利活動法人日本栄養改善学会　日本食生活学会　
一般社団法人日本食物繊維学会　公益社団法人日本栄養・食糧学会九州・沖縄支部
16,028名

健やかな暮らしに向けて、これからの食を提案
多彩なプログラムを16,000人が満喫

「2006年日中薬膳・機能性食材博覧会」の開催から11年、食に関する国内外の環境変化を受け、

更に進化した食と健康の博覧会「YAKUZEN EXPO 2017」を開催。

薬膳科学研究所をもつ本学と20年以上にわたり学術交流協定を結ぶ中医学の権威、

上海中医薬大学（中国、上海市）との共同主催にて実施しました。

展示会場となった福岡国際センターは、

68の企業・教育機関・自治体によるブース出展のほか、多彩なプログラムが実施され、

シンポジウム会場と併せて3日間で16,000人以上の来場者で賑わいました。
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「YAKUZEN EXPO 2017」開催概要
日 　 程

会 　 場

特別協賛

一般協賛

来場者数

主 　 催

後 　 援



　
9
月
1
日（
金
）福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー
1
階
ロ
ビ
ー
に
て「
Y
A
K
U
Z
E
N 

E
X
P
O 

2
0
1
7
」の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。主

催
者
を
代
表
し
て
学
校
法
人
中
村
学
園 

中
村
量
一
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、

来
賓
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
幕
を
あ
け
ま
し
た
。

　
展
示
会
で
は「
食
の
旅
ゾ
ー
ン
」「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ゾ
ー
ン
」「
ク
ッ
キ
ン
グ

ゾ
ー
ン
」「
食
の
ビ
ジ
ネ
ス
ゾ
ー
ン
」「
フ
ー
ド
コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
」の
5
つ
の
ゾ
ー

ン
に
分
か
れ
て
、展
示
を
は
じ
め
、セ
ミ
ナ
ー
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、料
理
シ
ョ
ー

な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、連
日
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

03

会
場
／
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー

展
示
会

9
1

9
2

9
3

「食のビジネスゾーン」では食を通して健康づくりに取り組む企業の注目商品が一堂に集結。 「ライフステージゾーン」では妊娠期・乳児期から老年期まで各世代別に食生活のポイント
を提案。

上海中医薬大学のブースでは、日本初公開の体質診断アプリ「魔
法の鏡」が登場。舌の状態から体質パターンを判定。判定結果に応
じた薬膳レシピも配布された。

「食の旅ゾーン」では人類の歴史と食との関わりを通して、薬膳の
考えや100種類以上の薬膳の食材とその機能性を紹介。

「薬膳の食材」や「九州の薬膳」など、薬膳に対する先入観を覆す
様々な展示が設けられた。

株式会社味の兵四郎、味の素株式会社、味の素冷凍食品株式会社、天草オリーブ園AVILO<株式会社九電工>、石井食品株式会社、一番食品株式会社、株式会社
伊藤園、伊那食品工業株式会社、岩田産業株式會社、エスジーグリーンハウス株式会社、メディカルドライブフーズ株式会社、エスビー食品株式会社、エム・シーシー食
品株式会社、オーケー食品工業株式会社、開聞山麓香料園＆Minari、カゴメ株式会社、兼貞物産株式会社、株式会社Carna、キッコーマン食品株式会社、九州電力
株式会社、九州薬用作物推進協議会、九電産業株式会社、キユーピー株式会社、ケンコーマヨネーズ株式会社、上毛町、コカ・コーラボトラーズジャパングループ コカ・
コーラウエスト株式会社、西部ガス株式会社、産業医科大学、JAおきなわ・株式会社クロックワーク コンソーシアム、株式会社J-オイルミルズ、株式会社真誠、ヤマキ株
式会社、株式会社セッコー(農事組合法人豊の国耶馬台きのこセンター)、創作弁当 辻が花、大陽製粉株式会社、宝酒造株式会社、株式会社筑前町ファーマーズマー
ケットみなみの里、株式会社中華菜館五福、テーブルマーク株式会社、株式会社トーホー、トリゼンフーズ株式会社、中村調理製菓専門学校、株式会社西鉄シティホテ
ル、西日本新聞社、日清オイリオグループ株式会社、日本製粉株式会社、ネスレ日本、ハイアットリージェンシー福岡、株式会社Biomaterial in Tokyo、株式会社VIPグ
ローバル、株式会社ヒライ、農事組合法人福栄組合、学校法人福岡医療学院 福岡医療専門学校、公益財団法人　福岡観光コンベンションビューロー、福岡県バイオ
産業拠点推進会議（久留米リサーチ・パーク）、福岡市農林水産局、株式会社ふくや、不二製油株式会社、北海道大学COI(Center Of Innovation)「食と健康の達
人」拠点、マリンフード株式会社、丸善雄松堂株式会社、マルハニチロ株式会社、道の駅うきは、株式会社Mizkan、株式会社明治、森永乳業九州株式会社、ヤクル
ト、株式会社ヤヨイサンフーズ、株式会社ヨコオ、ラ カーサ ディ ナオ(La casa di Nao)

●展示会出展者一覧（50音順）

学校法人中村学園 
中村 量一 理事長
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開
催
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
世
界
に
向
け
た

「
Y
A
K
U
Z
E
N
」の
発
信
』

会
場
／
福
岡
国
際
会
議
場
　
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

9
1

　
開
催
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、『
世

界
に
向
け
た「
Y
A
K
U
Z
E
N
」の

発
信
』を
テ
ー
マ
に
、上
海
中
医
薬
大
学 

胡
鴻
毅
副
学
長
に
よ
る
特
別
講
演
が

行
わ
れ
、薬
膳
は
経
験
則
に
基
づ
く
中

医
薬
を
基
本
と
し
て
お
り
、今
後
の
更

な
る
発
展
の
た
め
に
は
科
学
的
な
追
求

が
重
要
だ
と
語
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

上
海
中
医
薬
大
学
中
薬
学
院 

楊
柏

燦
教
授
と
本
学
の
薬
膳
科
学
研
究
所

所
長 

徳
井
教
孝
教
授
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、健
康
維
持
と
促
進
に
お
け

る
腸
内
環
境
の
重
要
性
に
つい
て
述
べ
ら

れ
、専
門
的
な
最
新
の
情
報
に
参
加
者

も
熱
心
に
聞
き
入
って
い
ま
し
た
。

開催記念シンポジウム

『世界に向けた「YAKUZEN」の発信』
座長／中村学園大学 教授 中野 修治

中医薬健康事業の国際的な発展およびそのニーズ
上海中医薬大学副学長 教授　胡 鴻毅

「YAKUZEN」と腸内環境
［シンポジスト］上海中医薬大学中薬学院 教授　楊 柏燦
　　　　　　中村学園大学 薬膳科学研究所所長・教授　徳井 教孝

特別講演

シンポジウム
栄養科学部
中野 修治 教授

上海中医薬大学
胡 鴻毅 副学長

上海中医薬大学中薬学院
楊 柏燦 教授

薬膳科学研究所所長
徳井 教孝 教授　

PROGRAM

9
2

市
民
公
開
講
座

『
日
本
の
食
文
化
と
養
生
』

会
場
／
福
岡
国
際
会
議
場
　
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

9
2

フ
ー
ド
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
食
産
業
の
こ
れ
か
ら
と
人
材
育
成
』

会
場
／
福
岡
国
際
会
議
場
　
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

　
市
民
公
開
講
座
で
は
、

『
日
本
の
食
文
化
と
養
生
』

を
テ
ー
マ
に
講
演
が
ス
タ
ー

ト
。M
I
H
O 

M
U
S
E
U
M 

熊
倉
功
夫
館
長
は
世
界
に
誇

る
和
食
の
す
ば
ら
し
さ
や
価

値
に
つ
い
て
、ま
た
、伊
那
食

品
工
業
株
式
会
社 

井
上
修

代
表
取
締
役
社
長
は
寒
天
の

歴
史
や
効
能
、現
在
の
活
用

例
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し

た
。日
本
人
に
元
々
備
わ
る

潜
在
的
な
感
覚
、食
習
慣

と
、科
学
技
術
の
進
歩
に
よ

る
新
た
な
情
報
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　
フ
ー
ド
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
開
設

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、栄
養
科
学

部 

太
田
英
明
教
授
か
ら
栄
養
科
学

の
基
礎
知
識
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
を

施
す
新
学
科
の
特
徴
が
説
明
さ
れ
、ロ

イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社 

菊
地
唯
夫
代
表
取
締
役
会
長
の「
ロ

イ
ヤ
ル
と
日
本
の
食
産
業
の
歩
み
」と
、

カ
リ
ナ
リ
ー・イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュー
ト・オ

ブ・ア
メ
リ
カ 

グ
レッ
グ・ド
ル
シ
ャ
ー
副

学
長
に
よ
る「
世
界
の
食
産
業
人
材

育
成
」の
2
講
演
と
、ト
ー
マ
ス
ア
ン
ド

チ
カ
ラ
イ
シ
株
式
会
社 

力
石
寛
夫
代

表
取
締
役
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
迎

え
た
パ
ネ
ル
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

『日本の食文化と養生』
10:00～12:00
座長／中村学園大学 
教授 三成 由美

「和食の精神」
MIHO MUSEUM 館長 熊倉 功夫

「日本人と海藻と寒天」
伊那食品工業株式会社 
代表取締役社長　井上 修

講演

MIHO MUSEUM 
熊倉 功夫 館長

栄養科学部
三成 由美 教授 

ロイヤルホールディングス
株式会社 

代表取締役会長　菊地 唯夫氏

栄養科学部
太田 英明 教授

トーマスアンドチカライシ
株式会社 

代表取締役　力石 寛夫氏

The Culinary Institute of 
America 副学長
Greg Drescher氏

伊那食品工業株式会社
井上 修 代表取締役社長

 

PROGRAM

フード・マネジメント学科開設記念シンポジウム

『食産業のこれからと人材育成』
ロイヤルと日本の食産業の歩み
ロイヤルホールディングス株式会社 代表取締役会長　菊地 唯夫
世界の食産業人材育成
The Culinary Institute of America 副学長　Greg Drescher

日本の食産業のこれからと人材育成
［シンポジスト］
菊地 唯夫、Greg Drescher、中村学園大学 教授　太田 英明
［ファシリテーター］
トーマスアンドチカライシ株式会社 代表取締役　力石 寛夫

講演

シンポジウム

PROGRAM
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9
1

9
2

9
3

9
1

9
2

9
3

薬
膳
料
理
ショ
ー

会
場
／
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　

Y
A
K
U
Z
E
N
セ
ミ
ナ
ー

会
場
／
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー

　

料
理
シ
ョ
ー
で
は
3
日
間
を
通
し
て
、有
名
シ
ェ
フ
や

人
気
料
理
研
究
家
が
登
壇
し
、美
容
、腸
内
環
境
の
改
善
、

老
化
防
止（
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
）の
3
つ
の
テ
ー
マ
で
家

庭
で
で
き
る
薬
膳

料
理
を
紹
介
し
ま

し
た
。市
町
村
と
の

コ
ラ
ボ
ス
テ
ー
ジ

も
行
わ
れ
、首
長
自

ら
登
壇
し
特
産
品

の
P
R
と
そ
れ
ら

の
食
材
を
生
か
し

た
薬
膳
料
理
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
会
の
セ
ミ
ナ
ー
会
場
で
は
、専
門
家
を
招
い
て
気
軽
に
薬
膳

を
学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が
、3
日
間
で
15
講
座
開
催
さ
れ
ま
し
た
。美

容
の
薬
膳
、機
能
性
表
示
食
品
に
つ
い
て
、嚥
下
食
、腸
内
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
つ
い
て
な
ど
、子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
普
段
の
生
活
に
役
立
て
て

い
け
る
多
彩
な
講
義
内
容
に
多
く
の
受
講
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

美容の薬膳
11:00～ 謝 華顕（聘珍樓 元総料理長）
12:30～ うきは市協賛
 白鳥 頼敏（柚子庵 代表取締役社長）
14:00～ 謝 華顕（聘珍樓 元総料理長）
15:30～ 下田 敏子（ぬか床千束 店主）

家庭の薬膳［腸内環境改善］
11:00～ 文 小平（上海中医薬大学 基礎医学院 教授）
12:30～ コウ ケンテツ（料理研究家）
14:00～ 文 小平（上海中医薬大学 基礎医学院 教授）
15:30～ 糸島市協賛　石橋 尚幸（ラ・カーサ・デイ・ナオ オーナーシェフ）

老化防止の薬膳［アンチエイジング］
11:00～ 上毛町協賛　脇屋 友詞（Wakiya一笑美茶樓 オーナーシェフ）
12:30～ 奥田 政行（アル・ケッチァーノ オーナーシェフ）
14:00～ 筑前町協賛
 磯山 俊二（西鉄グランドホテル 名誉総料理長）
15:30～ 奥田 政行（アル・ケッチァーノ オーナーシェフ）

PROGRAM

10:30～ 「栄養科学部フード・マネジメント学科の学生発表」
11:40～ 「学名から紐解くハーブの効用」 
 開聞山麓香料園 園長　宮崎 泰

13:00～ 「機能性表示食品制度の動向」 
 有限会社健康栄養評価センター 代表取締役　柿野 賢一

 「機能性表示食品支援事業紹介」 
 九州大学大学院 農学研究院 准教授　清水 邦義

14:10～ 「中医養生」 上海中医薬大学 基礎医学院 教授　文 小平
15:20～ 「“長寿菌”がいのちを守る！～大切な腸内環境コントロール～」
 理化学研究所 特別招聘研究員　辨野 義己

10:30～ 「栄養科学部卒業生対象 リカレント教育」　
11:40～ 「ヘルシーで美味しいチョコレート」
 有限会社チョコレートショップ 代表取締役　佐野 隆

13:00～ 「腎臓病を食事で改善」 上海中医薬大学 基礎医学院 副教授　郭 晶磊
14:10～ 「福岡市内産農産物を応援しよう！ ～福岡市の地産地消の取組み～」
 福岡市農林水産局 総務部 政策企画課 生産・流通戦略係長　水﨑 亮二

15:20～　 「子供のすこやかなる成長と生活習慣」
 産業医科大学医学部 医学教育担当教員 准教授　山本 幸代
 佐賀整肢学園こども発達医療センター小児科 科長　久保 和泰
 宇部興産株式会社 健康管理センター 専属産業医　後藤 元秀

10:30～ 「“長寿菌”がいのちを守る！ ～大切な腸内環境コントロール～」　
 理化学研究所 特別招聘研究員　辨野 義己

11:40～ 「必要な栄養を取りながら腎臓に負担をかけない。
 辿り着いた食事療法（低カリウム野菜 健腎菜）」
 メディカルドライブフーズ株式会社 代表取締役　岡部 正晴

13:00～ 「食事から美容効果を」 上海中医薬大学 公共健康学院 院長　王 秀蘭
14:10～ 「嚥下調整食ととろみ調整」 三栄源エフ・エフ・アイ株式会社　船見 孝博
 「嚥下調整食・献立への展開」 中村学園大学 名誉教授　吉岡 慶子
15:20～ 「がんの科学療法後の食事について」
 上海中医薬大学 公共健康学院 副教授　孫 麗紅

PROGRAM

アル・ケッチァーノ
オーナーシェフ 奥田 政行氏

料理研究家
コウケンテツ氏

料理ショーに協賛いただいた筑前町の
田頭 喜久己町長と中村学園大学 甲斐 諭学長
（写真中央）

聘珍樓 元総料理長 謝 華顕氏による料理ショー

有限会社チョコレートショップ
代表取締役 佐野 隆氏

上海中医薬大学 
公共健康学院 院長
王 秀蘭氏

Wakiya一笑美茶樓
オーナーシェフ 脇屋 友詞氏
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9
1

9
2

9
3

薬
膳
ワ
ー
ク
ショッ
プ

会
場
／
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー

　
ク
ッ
キ
ン
グ
ゾ
ー
ン
の
薬
膳

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、福
岡
の

老
舗
中
華
料
理
店
の
シ
ェ
フ
や

有
名
ホ
テ
ル
の
総
料
理
長
ら
が

講
師
と
な
り
、さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
で
調
理
実
習
形
式
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

10:30～
12:00～
13:30～
15:00～

鎌田 裕之（中村調理製菓専門学校 准教授）「西洋デザート」
EMI & 中村希利奈「インドネシア料理」
王 和雄（中国菜館福新楼 料理顧問）「名店炒飯」
柴田 眞利（中華菜館五福 オーナーシェフ）「四川麻婆豆腐」

10:30～
12:00～

13:30～
15:00～

節句田 真一（中村調理製菓専門学校 准教授）「中華スープ」
日田市協賛　樋口 勝子（管理栄養士）

「江戸時代の農学者・大蔵永常の和食を楽しむ」
髙橋 毅（タカクラホテル福岡 総料理長）「フルーツ氷細工」
Radio DJ Colleen「英語でクッキング（小学生対象）」

PROGRAM

10:30～
12:00～
13:30～
15:00～

文 小平（上海中医薬大学 基礎医学院 教授）「日常の薬膳Ⅰ」
福岡市農林水産局協賛　白井 誠一（和菓子処 兎月 店主）「キクイモ和菓子」
文 小平（上海中医薬大学 基礎医学院 教授）「日常の薬膳Ⅱ」
小田 英男（ホテルニューオータニ博多 総料理長）「スパニッシュオムレツ」

うきは市と協力
し、無農薬の柿
の葉を使ったお
茶を来場者に
提供。手製のレ
シピも配布しま
した。

フードコートでは中
村調理製菓専門学
校が薬膳素材を練り
込んだパンやマフィ
ンを販売。たくさんの
人だかりで、売り切
れ続出となりました。

東峰村への豪雨災害
復興支援として、中村
学園と小石原焼がコ
ラボしたオリジナルの
器も販売しました。

薬膳・食育ボランティア部

「柿の葉茶」の試飲提供

中村調理製菓専門学校「薬膳パン」販売

2階
中村学園コーナー

国際会議場で開催さ
れた“「食」のサミット”。
アメリカ、マレーシア
など、世界各国から予
選を通過したファイナ
リストが集結。世界の
中高生が「食」に関す
る諸問題と解決策を
発表し、食の未来に
ついて考えました。

展示内容説明や体験コー
ナーのサポートを学生ス
タッフが担当。骨密度測
定コーナーは行列ができ
るほどの人気でした。

中村学園女子高等学校企画

“「食」のサミット”

ライフステージゾーンの展示・体験コーナー

中国菜館福新楼  料理顧問 王 和雄氏 中華菜館五福 オーナーシェフ 柴田 眞利氏

ホテルニューオータニ博多
総料理長 小田  英男氏

他にもさまざまなイベントが開催！
企業ブースの一部では学生がスタッフとして立ち、
企業の方と一緒に商品説明を行うなど、
会場内では中村生も大活躍しました。
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フード・マネジメント
学科

活躍する
フード・マネジメント学科

1期生たち

週1回メンバーでミーティング、ブログに掲載す
るアイデアを出し合います。

ナカムラBlogを担当する「Maple.N（メイプルン）」
　

高
校
生
向
け
の
受
験
生
応
援

サ
イ
ト「
中
村
の
タ
ネ
」は
、高
校

生
が
知
り
た
い
情
報
を
発
信
す
る

サ
イ
ト
で
す
。こ
の
サ
イ
ト
上
で
、

今
年
開
設
し
た
ば
か
り
の
フ
ー

ド
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の
情
報
を

ブ
ロ
グ
で
発
信
し
て
い
る
の
が
、

フ
ー
ド
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
1
期

生
7
名
の「
メ
イ
プ
ル
ン
」で
す
。

　
フ
ー
ド・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
の
イ
メ
ー
ジ
を
掴
ん

で
も
ら
う
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。も
し
フ
ー
ド
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
に
興

味
が
あ
る
高
校
生
が
い
た

ら
、企
業
と
の
コ
ラ
ボ
商

品
の
企
画
や
大
学
の
外

で
の
学
び
な
ど
、新
し
い

試
み
が
沢
山
で
き
る
学

科
な
の
で
お
す
す
め
で

す
。こ
れ
か
ら
も
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
は
載
っ
て
い
な
い

よ
う
な
記
事
を
ア
ッ
プ
し

て
い
き
ま
す
の
で
、是
非

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
！ 酒井知優さん

都城泉ヶ丘高等学校出身

オープンキャンパスでは多くの保護者や高校生に対
して、学科の魅力を伝えた

（右から）
羽多野 紀実香さん・
酒井 知優さん・佐藤 衣純さん

（右から）
梶原 玲士さん・
江頭 菫さん・末松 昴樹さん

オープンキャンパス・YAKUZEN EXPOで学生発表
　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や

Y
A
K
U
Z
E
N 

E
X
P
O 

2
0
1
7
な
ど
、フ
ー
ド
・マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
科
の
魅
力
を
大
勢

の
前
で
発
表
す
る
場
が
沢
山

あ
り
ま
し
た
。1
期
生
の
生
の

声
を
ぜ
ひ
聞
い
て
ほ
し
い
、と
い

う
思
い
か
ら
、発
表
を
任
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
彼
ら
た
ち
自

身
に
も
、プ
レ
ゼ
ン
ス
キ
ル
を
磨

く
良
い
機
会
と
な
って
い
ま
す
。

　
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
、マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
分
野
に
力
を
入
れ
学
ん

で
い
る
3
人
は
、学
科
の
授
業

や
産
学
官
連
携
に
加
え
、学

生
生
活
に
つ
い
て
も
紹
介
。大

勢
の
前
で
堂
々
と
発
表
を
行

い
、「
話
し
た
か
っ
た
こ
と
は
す

べ
て
伝
え
ら
れ
た
」と
笑
顔
で

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
商
品
開
発
に
興
味
を
も
ち

学
ん
で
い
る
3
人
は
、現
在

の
学
び
や
中
村
調
理
製
菓
専

門
学
校
と
の
W
ス
ク
ー
ル
に

つ
い
て
紹
介
。「
魅
力
を
伝
え

き
れ
る
か
不
安
が
あ
っ
た
」と

語
る
も
の
の
、授
業
の
感
想

や
自
分
た
ち
の
思
い
を
交
え

な
が
ら
の
発
表
は
、聞
く
人

を
し
っ
か
り
と
惹
き
つ
け
て
い

ま
し
た
。

得意のイラストを使っ
て記事を書くことも。

受験生応援サイト
「中村のタネ」 

http://www.nakamuranotane.com/HPアドレス

Maple.N（メイプルン）のメンバー
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ほ
と
ん
ど
の
企
業
は
そ
の
活
動
を
円
滑
に
行
う

た
め
に
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て

い
ま
す
。こ
の
授
業
で
は
、効
率
的
に
業
務
を
行
う

た
め
に
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
必
要
な
の
か
、そ

れ
が
ど
う
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、各
部
署
間
で
ど

う
情
報
共
有
さ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
、企
業
に
お

け
る
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つい
て
学
び
ま
す
。

　

大
き
な
特
長
は
、座
学
・
実
習
・
講
演
と
い
う
3
つ

の
形
式
を
通
し
て
、情
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
側

と
開
発
す
る
側
の
双
方
か
ら
学
べ
る
と
い
う
こ
と
。

講
演
は
、株
式
会
社
日
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
ズ
西
日
本
、

株
式
会
社
S
A
T
と
いっ
た
現
役
の
I
T
企
業
の
方

を
講
師
に
招
き
ま
す
。情
報
シ
ス
テ
ム
と
は
何
か
と

い
う
基
本
知
識
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、レ
ン
タ
ル

シ
ョッ
プ
の
業
務
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
体
験
す
る
実
習

を
通
し
て
、開
発
技
術
も
育
成
。授
業
を
担
当
す
る

木
下
教
授
は
、「
企
業
を
支
え
て
い
る
の
は
I
T
だ
と

い
う
こ
と
を
理
解
し
、社
内
業
務
の
効
率
化
を
推
進

で
き
る
人
材
に
な
って
ほ
し
い
」と
語
り
ま
す
。 座

学
・
実
習
・
講
演

3
つ
の
形
式
の
学
び
で

企
業
の
即
戦
力
を
育
て
る

この授業に

注目！
中
村
学
園
な
ら
で
は
の
授
業
や
学
生
に
人
気
の
授
業
な
ど
、

ユ
ニ
ー
ク
な
講
義
や
実
習
を
紹
介
し
ま
す
。

経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
論

流
通
科
学
部 

木
下 

和
也
教
授

Student’s Voice

高校生の頃はパソコンが苦手で

したが、今では簡単なシステムを

つくれるほどになりました。将来は

技術を提供するだけでなく、企業

の情報伝達を円滑にするための

システムを構築できたらいいなと

思っています。

この授業では「レンタルショップの

システムを作る」という課題があ

り、一からプログラミングしてシス

テムを構築。インターンシップ先で

もシステムを理解することができ、

学びが活かされていることを実感

しました。
流通科学科3年 木村 奈那美さん
（中村学園女子高等学校出身）

流通科学科3年 立部 真衣子さん
（光陵高等学校出身）

流通科学科4年 
河北 麻衣さん
（博多女子高等学校出身）

昨年、この授業でプロ
グラミングについて学
習。システムがうまく稼
働した時の達成感を伝
えたくて、情報系授業の
補佐のアルバイトも務
めています。今後も内
定先の企業で専門知
識やスキルを活かして
いきたいです。

実習中の様子
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［流通科学部1年］
日野 都香沙さん

［流通科学部3年］
林 克樹さん

［栄養科学部2年］
田代 帆乃香さん

「秋」と言えば○○を調査！

「秋」は好奇心旺盛になる季節…。
芸術の秋、食欲の秋、運動の秋など、

それぞれの「秋と言えば○○」を調査しました！

ゆず味噌と鶏肉味噌

両方食べても197kcalです
健康の秋
健康的な

ダイエットにも適した一品
「秋ナスの味噌田楽」

栄養科学部
フード･マネジメント学科

水元 芳 教授

　味にくせのないナスは様 な々食材や調味料との相性が
良く、これまで行ったいろんな国でいろんな食べ方がされ
ていました。健康とカロリーが気になる人にもぴったりのナ
スのレシピを紹介します。ナス自体が低カロリー、そして電
子レンジなどを賢く利用して油は使いません。また、ナスの
皮には健康に良いとされるフィトケミカルもたっぷりです。下
処理で皮に切り込みを入れておくと、調理後には皮も一
緒においしく頂けます。
　ナスはまず電子レンジで加熱し（600W×2分）、次に柚
子や鶏ひき肉を混ぜた味噌をのせてオーブントースターで
焼くだけです。

自分自身を主人公に

重ねることができるのも

ジブリ映画の魅力

虫の声を聞きながら

本を読んでのんびりとした

時間を過ごしたいです

秋は美味しいものがたくさん

私の地元・朝倉の果物を

ぜひ食べに来てください！

私の出身は小石原焼のある東峰村焼物体験にぜひいらしてください！

芸術の秋
おすすめのジブリ映画
「千と千尋の神隠し」

流通科学部

福沢 健 准教授

　ジブリ映画は「原質神話」と深く関係があります。
原質神話とは、主人公に何か災難がふりかかり、主
人公は旅に出て何かを得たのちに、その災難を打破
するというストーリーのことですが、ジブリ作品の中で
も『千と千尋の神隠し』は原質神話を忠実に表した
作品です。また、『千と千尋の神隠し』は、深いメッ
セージと内容の難しさのバランスが一番いい作品だ
と考えています。
　ジブリ映画には、人は誰でも成長できる、人は一人
ではない、協力すれば大きな力になるというメッセー
ジがこめられています。みなさんもお気に入りのジブ
リ映画を見てリフレッシュしてみませんか。

●みそ・・・・大さじ1.5
●砂糖・・・・・・・・小さじ2

■ナス２本（24kcal）

●みりん・・・・・・小さじ2　
●ゆず（40ｇ程度）・・・・１個

●鶏ひき肉・・・・・・・・40ｇ
●油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
●みそ・・・・・大さじ1.5

●砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ2
●みりん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ2
●水・・・・小さじ2程度～適宜

■ゆず味噌（67kcal） ■鶏肉味噌（106kcal）

ゆず味噌（左）と鶏肉味噌（右）をのせたナス
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高橋優の「ひとりぐらし」は

一人暮らしの学生が

共感できる歌詞です

最も重要なのは

TPOをわきまえた

着こなしです！

図書館の学生サポーターたちが

選んだ本を紹介する

特設コーナーがおすすめです

ファッションの秋
ファッションの

プロとしての着こなし

栄養科学部
フード･マネジメント学科

手嶋 康則 准教授

　学生にファッションの授業を教えている以上は、専
門分野の教員として服装にもこだわりをもっていま
す。また、学生から見てもおしゃれな先生であるため
に、時代の流れに合わせたコーディネートを心がけ、
TPOを意識して服を選んでいます。
　スーツは一見シンプルですが、実はこだわりが凝
縮された服装です。例えばシルエットや襟の形、ズボ
ンはシングルかダブルにするかなど、一つ一つに歴史
やディテールには意味が込められています。この秋
冬もそのような知識を楽しみながらコーディネイトした
いですね。

おすすめの曲
ゆずの「ストーリー」

アコースティックギター同好会
部長 井手 俊作さん

流通科学部3年
（唐津東高等学校出身）

　「忙しさに追われ何もかもが嫌になりそうになるけ
ど、誰かが僕を必要としてくれる。そんなことを生きが
いにしてんのさ。」という歌詞が印象的な、ゆずの「ス
トーリー」という曲がおすすめです。ゼミやアルバイト、
サークル活動で忙しくて疲れた時、この歌詞に救わ
れ、また頑張る活力を与えてくれました。
　11月2日(木)～4日(土)の霜月祭では、3日間、アコー
スティックギター同好会でステージ発表をします。演奏
予 定の曲は、高 橋 優の「ひとりぐらし」。次に
DEPAPEPE（デパペペ）の「いい日だったね」。メッ
セージ性の強い曲や流行の曲を選んで演奏していま
すので、ぜひ見に来てください！

図書館でおすすめの本
『見てる、知ってる、考えてる』
『発達障害の僕が輝ける
場所を見つけられた理由』

図書館の学生サポーター

宮本　楓さん
幼児保育学科2年

（福岡講倫館高等学校出身）

　図書館にあるオススメの本を二冊紹介します。一
つは中島芭旺（ばお）さんの『見てる、知ってる、考え
てる』です。作者は10歳の男の子ですが、子供の目
線で現代の社会をとらえた内容で、考えさせられるこ
とがたくさんあります。二つ目は栗原類さんの『発達
障害の僕が輝ける場所を見つけられた理由』です。
私は幼児保育学科なので、発達障害の児童につい
ての学習はしたのですが、あいまいにしか理解でき
なかったことが、この本のおかげで詳しく分かるよう
になりました。
　図書館には話題の本や趣味の本も沢山あります。
ぜひ本屋さんに行く感覚で立ち寄ってみてください！

昨年の霜月祭でのステージ発表
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毎回、本学の教員が、誌面上で『CELERY』なら
ではの講座を開講。日常生活にも役立つさまざ
まな情報を発信します。

誌面講座
　

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
、気
持
ち
と
動
作
は

切
っ
て
も
切
れ
な
い
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま

す
。私
た
ち
は
普
段
何
か
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
、そ
の
目
的
に
応
じ
た
動
作
の
た
め
に

必
要
な
力
を
か
ら
だ
に
入
れ
ま
す
。と
り
わ

け
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
場
面
で
は
、頑
張
っ
て

そ
の
状
況
に
対
応
し
よ
う
と
身
構
え
る
た

め
に
、無
意
識
に
背
中
を
丸
め
た
り
、腰
を

反
ら
せ
た
り
し
て
、い
つ
も
以
上
に
力
を
入

れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。し
か
し
通
常
は
そ

う
し
た
事
態
が
過
ぎ
れ
ば
、安
心
し
て
ホ
ッ

と
す
る
と
同
時
に
か
ら
だ
の
緊
張
も
弛
め

て
、落
ち
着
い
た
状
態
に
戻
れ
ま
す
。こ
の
よ

う
に
私
た
ち
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
は
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
、か
ら
だ
の
疲
れ
が
取
れ
る
と
、

精
神
的
に
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
緊
張
し
て
身
構
え
る
状
態
が

長
く
続
く
と
、か
ら
だ
に
入
れ
た
余
分
な
力

が
抜
け
き
れ
ず
に
残
り
、姿
勢
の
歪
み
や
肩

凝
り
・
腰
痛
と
いっ
た
か
ら
だ
の
不
調
と
な
っ

て
現
れ
ま
す
。と
は
言
え
、知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
抱
え
込
ん
だ
疲
労
は
、な
か
な
か

自
覚
し
に
く
い
も
の
で
す
。た
と
え
ば
次
の

よ
う
な
動
作
不
調
を
感
じ
た
ら
、そ
れ
は
こ

こ
ろ
の
疲
れ
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま

ず
は
自
分
の
か
ら
だ
の
隅
々
に
ま
で
こ
こ
ろ

を
い
き
わ
た
ら
せ
、か
ら
だ
の
声
を
聴
い
て
み

ま
し
ょ
う
。

仕
事
や
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、自
分
で
も
気
づ
か
な
い
う
ち
に
溜
ま
って
い
く
ス
ト
レ
ス
。

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
と
き
、こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
は
緊
張
し
て
い
ま
す
。

そ
の
緊
張
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
で
溜
め
込
む
と
、

か
ら
だ
や
こ
こ
ろ
に
さ
ま
ざ
ま
な
不
調
を
も
た
ら
し
ま
す
。

そ
こ
で
今
号
で
は
、か
ら
だ
に
適
切
な
緊
張
を
入
れ
た
り
弛
め
た
り
し
て
、

余
分
な
緊
張
に
気
づ
き
、自
由
に
動
か
せ
る
よ
う
に
す
る「
動
作
法
」に
つい
て
お
話
し
ま
す
。

い
き
い
き
動
作
で
か
ら
だ
と

こ
こ
ろ
を
整
え
ま
し
ょ
う

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部
　
児
童
幼
児
教
育
学
科

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
長
　
　

　
　
　
吉
川 

昌
子 

教
授

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
密
接
な
関
係

こ
こ
ろ
の
不
調
は
動
作
に
現
れ
る

　
「
動
作
法
」と
い
う
の
は
、か
ら
だ
の
慢
性
的

な
緊
張
に
気
づ
き
、そ
の
余
分
な
力
を
抜
く
な

ど
、自
分
で
自
由
に
動
か
す
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ

の
使
い
方
を
覚
え
る
心
理
療
法
で
す
。か
ら
だ

に
不
調
を
き
た
し
て
い
る
動
作
を
課
題
に
し

て
、〝
余
分
に
入
れ
て
い
る
力
に
自
分
で
気
づ

き
、自
分
で
抜
く
〞練
習
を
し
ま
す
。こ
の〝
自

分
で
す
る
〞と
い
う
の
が
特
徴
で
、整
体
や
マッ

サ
ー
ジ
な
ど
受
動
的
に
緊
張
を
弛
め
る
身
体

療
法
と
根
本
的
に
異
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
こ
ろ
の
緊
張
に
よ
っ
て
無
意
識
に
入
れ
て

い
る
力
が
ず
っ
と
抜
け
な
い
ま
ま
で
い
る
と
、慢

性
緊
張
に
な
り
ま
す
。慢
性
緊
張
は
、本
人
に

と
っ
て
そ
れ
が
普
通
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
た

め
、ま
っ
た
く
気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
動
作
法
で
は
、か
ら
だ
や
こ
こ
ろ

の
さ
ま
ざ
ま
な
不
調
に
共
通
す
る
の
は
、〝
か

ら
だ
の
硬
さ
〞だ
と
考
え
、前
述
し
た
よ
う
な

動
作
不
調
を
発
見
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
が
か
ら
だ
の
硬
さ
は
、生
ま
れ
つ
き

や
加
齢
が
原
因
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。し
か
し

実
は
年
齢
に
関
係
な
く
、緊
張
を
う
ま
く
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
招
い

た
不
調
の
現
れ
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。つ
ま
り
い
く
つ
に
な
っ
て
も
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
は
そ
の
使
い
方
に
よ
っ
て
、し
な
や
か
さ

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。そ
こ
で

重
要
な
の
が
、か
ら
だ
の
凝
り
を
ほ
ぐ
す
こ

と
。動
作
法
で
は
動
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
自

分
の
か
ら
だ
に
注
意
を
向
け
、入
り
過
ぎ
て
い

る
力
を
抜
き
な
が
ら
動
か
せ
る
よ
う
に
練
習

し
ま
す
。こ
の
か
ら
だ
を
動
か
そ
う
と
努
力
す

る
こ
こ
ろ
の
働
き
で
、か
ら
だ
の
不
調
が
改
善

さ
れ
、こ
こ
ろ
も
元
気
に
な
って
い
き
ま
す
。

固
ま
っ
て
い
た
か
ら
だ
を
ほ
ぐ
し
て

こ
こ
ろ
も
軽
く
、い
き
い
き
と

・からだが重たい
・だるい
・固い
・こわばる
・動きにくい

・突っ張る
・勝手に動く
・動くと痛い
など

このような不調は
ありませんか？

CHEC
K!

からだの凝りをほぐせる
こころの使い方を身につけて、
元気になりましょう！

第8回
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❶両足を重ねないで胡坐ずわ
り。左右の足は組みやすい
方を前に。（胡坐が難しい時
は、椅子に座ってやることも
できます）

❷床面に対して、上体がタテ
まっすぐになるように骨盤
を立てる。

❸チェックポイントで、歪んだ
姿勢になっていないか確認
しましょう。

最初はなかなかうまくいかないかもしれませんが、短時間でも毎日やって
みることで、自分で動かす感覚がつかめてきます。またからだに入ってい
る余分な力にも気づき、その力を抜くことができるようになります。自在に
力を入れたり、抜いたりして緊張をうまくコントロールできるようになると、
こころやからだの凝りがほぐれます。自由に動くからだで“いきいき動作”
になると、姿勢もよくなり、しっかり地に足をつけて立つことができるので、
安定感が得られます。すると気持ちにも余裕が出てきて、明るい気分で
やる気になれます。からだを大切にすることは、自分を大切にすることに
つながります。自由に動かせるいきいき動作で活動的になり、楽しい人生
を送ってください。

❶自分で自分のからだを意識して動かしてみる。

❷動かす部位を意識して、他のところを動かさないよう
にする。

❸動かしていくときのからだの感じをじっくり味わう。

❹動かしていく過程で痛く感じるところは、余分な力が
入っている部位。そこで動きを止めて、しばらく待つ。
焦らず、じっくりからだの感じを味わい、余分に入って
いる力が自然に抜けるよう、からだに任せる。（ちょうど
よい、力の入れ具合を見極める）

動作課題を行う際の基本姿勢

肩凝り・腰痛を軽減・解消する動作課題に取り組んでみましょう。

右肩をいっぱいまで上げて、
ゆっくり下ろしましょう。
肩が耳につくように対側に沿っ
て、まっすぐ上げる。肩甲骨が回
転していくように動かす。肩を
いっぱいまで上げたら、再びゆっ
くりと下ろしていく。左肩も同様に
行う。

肩上げ下ろし
左肩を動かさず、右肩だけを
いっぱいまで後ろに開きま
しょう。
上体の中心線を軸として、右肩を
ゆっくり後方に動かしていく。いっ
ぱいまで広げたら、またゆっくりと
もとに戻す。左肩も同様に行う。

肩開き

上体をゆっくりいっぱいまで
屈げましょう。
額を床につけるように、タテまっす
ぐの上体をそのままゆっくり前に
倒していく。途中で痛みやつっぱ
りが出たら、無理をせずそこで止ま
る。そのときのからだの感じに注意
を向け、余分に入っている力を抜
く。痛みや張りの感じが消えたら、
さらに先に進む。いっぱいまで屈げ
たら、再びゆっくり起こしていく。

前屈げ
まっすぐ伸ばしたままで、右腕
をからだの正面を通って上に
挙げ、ゆっくり下ろしましょう。
指先から手首・肘までまっすぐに伸ばした
まま、右腕をいっぱいまで挙げる。肩関節
から腕を回転させるイメージで、からだの
正面を通るように挙げていく。いっぱいま
で挙げたところで、再びゆっくりと下してい
く。途中で肘が曲がったり、腕が外に開い
たりして、腕全体がまっすぐ正面を通る
“コース”から外れないように注意する。　

腕挙げ下ろし

からだの凝りをほぐす動作課題を練習しましょう
実際に自分のからだを動かしてみましょう。まず初めに姿勢の確認です。

無理せず実践！

動作に取り組むときは、次のポイントに気をつけましょう。

1

2

歪んだ姿勢のチェック・ポイントタテまっすぐの姿勢

□頭：前方に出ている

□頚：突き出している

□肩：内屈している

□背中：屈がっている

□骨盤：後に倒れている

タ
テ
ま
っ
す
ぐ

肩　周りの動作課題

腰　周りの動作課題

肩　周りの動作課題

肩　周りの動作課題

（※①詳しくは、成瀬吾策監修　はかた動作法研究会（編）の「目で見る動作法」（金剛出版 2013）をご参照下さい。）



　
「
陸
上
は
キ
ツ
そ
う
」。そ
ん
な
ハ
ー
ド

な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
て「
ち
ょ
っ
と
運

動
し
て
み
た
い
な
、程
度
の
軽
い
気
持
ち

で
サ
ー
ク
ル
を
の
ぞ
い
て
ほ
し
い
」と
語

る
の
は
、陸
上
競
技
同
好
会
で
部
長
を
務

め
る
流
通
科
学
部
3
年
生
の
森
川
朋
美
さ

ん
。週
に
一
度
の
活
動
で
は
、陸
上
未
経
験

者
の
多
い
メ
ン
バ
ー
た
ち
を
率
い
て
、大

濠
公
園
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
く
ち
に
陸
上
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ

ま
な
種
目
が
あ
り
ま
す
が
、こ
の
サ
ー
ク

ル
で
主
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は「
リ

レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」。フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
や
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
を
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
人
数
で

リ
レ
ー
し
な
が
ら
た
す
き
を
つ
な
ぐ
と
い

う
、駅
伝
の
よ
う
な
競
技
で
す
。年
に
２

回
、大
き
な
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
が
、

な
ん
と
昨
年
は
鴻
臚
館
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

大
会
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
で
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。「
ま
さ
か
優
勝
で
き
る
な
ん

て
。と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
！
」と

森
川
さ
ん
。「
楽
し
く
走
る
こ
と
が
モ
ッ

ト
ー
」と
し
な
が
ら
、実
力
も
兼
ね
備
え
た

陸
上
競
技
同
好
会
。も
ち
ろ
ん
今
年
も
優

勝
を
狙
い
、み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
走

り
続
け
ま
す
。

チ
ー
ム一
丸
と
な
っ
て

た
す
き
を
つ
な
ぐ

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

チームワーク抜群のメンバーたち。参加
チーム数を増やすため、やる気のある仲
間を募集中！

毎年「ヤフオクドームリレーマラソン」にも出
場。お揃いのTシャツが光ります。

昨年11月に開催された「鴻臚館リレーマラソン大会・
ハーフマラソンの部」で優勝。第一走者が先頭でたす
きを渡し、1位をキープしたままゴール！みんなの笑顔が
その喜びを物語っています。

CLUB&
CIRCLE

クラブ＆サ
ークル

元気いっぱいの部員20名が集まる『陸上競技同好会』。
爽やかに汗を流すみなさんにお話をうかがいました。
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は
、陸
上
未
経
験

者
の
多
い
メ
ン
バ
ー
た
ち
を
率
い
て
、大

濠
公
園
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
く
ち
に
陸
上
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ

ま
な
種
目
が
あ
り
ま
す
が
、こ
の
サ
ー
ク

ル
で
主
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は「
リ

レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」。フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
や
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
を
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
人
数
で

リ
レ
ー
し
な
が
ら
た
す
き
を
つ
な
ぐ
と
い

う
、駅
伝
の
よ
う
な
競
技
で
す
。年
に
２

回
、大
き
な
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
が
、

な
ん
と
昨
年
は
鴻
臚
館
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

大
会
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
で
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。「
ま
さ
か
優
勝
で
き
る
な
ん

て
。と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
！
」と

森
川
さ
ん
。「
楽
し
く
走
る
こ
と
が
モ
ッ

ト
ー
」と
し
な
が
ら
、実
力
も
兼
ね
備
え
た

陸
上
競
技
同
好
会
。も
ち
ろ
ん
今
年
も
優

勝
を
狙
い
、み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
走

り
続
け
ま
す
。
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食
物
研
究
部
が
、九
電
産
業
株
式
会
社
と

連
携
し
、「
極
上
職
人
の
う
ま
か
だ
し
」を
使

用
し
た
レ
シ
ピ
の
制
作
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
3
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
コ

ラ
ボ
企
画
は
、食
物
研
究
部
に
所
属
す
る
短

期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科
の
2
年
生
が
中

心
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。内
田
和
宏

准
教
授（
食
物
栄
養
学
科
）の
指
導
の
も
と
、

一
人
1
品
〜
2
品
の
レ
シ
ピ
を
持
ち
寄
り
、

試
作
の
度
に
課
題
を
修
正
し
て
完
成
に
近

づ
け
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
だ
し
は
、和
食
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で

す
が
、洋
風
・
中
華
風
な
ど
何
度
も
試
作
を

行
い
、色
ん
な
料
理
に
使
え
る
と
新
た
な
発

見
が
あ
り
ま
し
た
。う
ま
か
だ
し
は
、中
身

を
破
っ
て
使
用
で
き
る
の
で
、料
理
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
が
増
え
ま
し
た
。」と
話
す
の

は
、レ
シ
ピ
開
発
リ
ー
ダ
ー
の
首
藤
紗
英
さ

ん（
食
物
栄
養
学
科
2
年
）。ま
た
、松
浦
佳

苗
子
さ
ん（
同
学
科
2
年
）は
、「
味
だ
け
で

な
く
、見
た
目
の
盛
り
付
け
や
色
彩
に
も

気
を
付
け
て
作
り
ま
し
た
」と
完
成
度
に

も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。栄
養
士
を
目
指
す

学
生
に
と
っ
て
レ
シ
ピ
を
作
成
す
る
こ
と

は
将
来
の
栄
養
士
業
務
に
大
変
役
立
ち
ま

す
。今
回
の
企
画
は
貴
重
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

　

8
月
初
旬
か
ら
、九
電
産
業
株
式
会
社

の
W
E
B
サ
イ
ト「
こ
だ
わ
り
九
州
い
い

も
の
め
ぐ
り
」に
て
、学
生
が
考
案
し
た
レ

シ
ピ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。「
つ
み
れ

汁
」「
秋
刀
魚
の
梅
煮
」な
ど
の
和
食
か
ら
、

「
鯛
の
ア
ク
ア
パ
ッ
ツ
ァ
」「
だ
し
あ
ふ
れ

る
小
籠
包
」な
ど
の
洋
食
・
中
華
ま
で
22
品

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、抜
粋
さ
れ
た

4
品
を
掲
載
し
た
レ
シ
ピ
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
も
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
物
研
究
部
　

九
電
産
業「
極
上
職
人
の
う
ま
か
だ
し
」を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
制
作

　

夏
季
集
中
講
義
と
し
て
、フ
ー
ド
･
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
科
の
選
択
科
目「
国
内
食
文
化

研
修
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
授
業
は
、

１
年
次
前
学
期「
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
論
」

と
連
動
し
た
科
目
で
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

科
目
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。学
生
が

企
業
の
現
地
研
修
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に

よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
課
題

の
解
決
を
図
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

型
の
授
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

8
月
21
日
、24
日
に
実
施
さ
れ
た
現
地
研

修
で
は
、「
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
論
」で
講
義

を
し
て
い
た
だ
い
た
企
業
3
社（
一
番
食
品

株
式
会
社
、岩
田
産
業
株
式
會
社
、ロ
イ
ヤ

ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
）に
、現

地
研
修
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
番
食
品
株
式
会
社
の
現
地
研
修
で
は
、

普
段
は
滅
多
に
入
る
こ
と
が
出
来
な
い
研

究
開
発
部
門
や
工
場
の
最
新
設
備
を
見
学

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
、本
学
卒

の
先
輩
社
員
と
も
座
談
会
形
式
で
活
発
な

質
疑
応
答
を
行
い
、自
分
た
ち
の
卒
業
後
の

イ
メ
ー
ジ
を
具
体
的
に
描
く
こ
と
が
で
き

た
よ
う
で
す
。

　

岩
田
産
業
株
式
會
社
の
現
地
研
修
で
は
、

商
品
倉
庫
や
冷
凍
倉
庫
、お
よ
び
宅
配
事
業

「
ピ
ザ
ク
ッ
ク
」の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
を

見
学
し
、企
業
研
究
で
学
ん
だ
内
容
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

9
月
13
日
の
最
終
講
義
で
は
、学
内
の
予

選
審
査
を
勝
ち
抜
い
た
5
組
が
一
番
食
品

株
式
会
社
の
審
査
員
の
方
の
前
で
最
終
発

表
を
行
い
ま
し
た
。学
生
た
ち
は
現
地
見
学

や
企
業
の
方
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

経
て
企
業
研
究
に
取
り
組
み「
学
生
な
ら
で

は
の
純
粋
か
つ
鋭
い
視
点
と
、研
究
内
容
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
」と
講
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

フ
ー
ド
･
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　

夏
季
集
中
講
義「
国
内
食
文
化
研
修
」

http://www.kodawari-q.com/
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本
学
学
生
が
参
加
す
る「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

子
ど
も
た
ち
に
学
校
教
育
の
素
晴
ら
し
さ
を

届
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
活
動
が
、一
般
社

団
法
人
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の「
平
成

2
8
年
度
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
支
援
事

業
」の
助
成
事
業
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、公
益
財
団
法
人
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日

本
財
団
の「
平
成
29
年
度
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

日
本
財
団
活
動
資
金
援
助
賞
」を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、2
0
1
2
年
3

月
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
へ
の
国
際
教
育
支

援
活
動
と
し
て
山
口
大
学
や
西
南
学
院
大
学

等
と
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、既
に
8
期
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
了

し
ま
し
た
。学
用
品
の
支
援
や
日
本
の
運
動

会
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
意
義
を
伝

え
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
、今
で
は
、体
育
・
音
楽
・
図
工
授

業
に
加
え
、村
民
が
学
生
に
稲
刈
り
を
指
導

す
る
こ
と
で

日
々
の
日
常
生

活
を
直
接
経
験

し
た
り
、幼
稚

園
で
の
保
育
活

動
を
展
開
す
る

ま
で
に
活
動
の

幅
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
物
資
の
支
援

や
日
本
の
文
化
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
現
地
の
学
校
や
教
師
、子
ど
も
、

そ
し
て
村
民
の
方
々
を
含
め
て
自
主
的
、主

体
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
を
目

的
と
し
て
い
る
た
め
、今
後
も
長
い
視
点
で

の
支
援
が
必
要
と
な
り
ま
す
。既
に
平
成
29

年
度
の
第
9
期
及
び
第
10
期
の
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、今
後
も
現
地
の
学

校
教
育
の
発
展
に
繋
が
り
、学
生
達
に
と
っ

て
も
有
意
義
な
学
び
の
場
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

5
月
に
開
催
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
学
生

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
主
催
の
表
彰
式
に
は
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
教
員
総
務
と
し
て
中

島
憲
子
准
教
授（
教
育
学
部
）と
門
田
理
代
子

助
手（
幼
児
保
育
学
科
）、平
成
28
年
度
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
学
生
代
表
と
し
て
櫻
場
つ
ぐ
み
さ

ん（
教
育
学
部
4
年
）と
永
松
加
奈
子
さ
ん

（
教
育
学
部
3
年
）が
出
席
し
、表
彰
状
及
び

助
成
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　

「
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
支
援
事
業
」

「
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
本
財
団
活
動
資
金
援
助
賞
」受
賞

中島憲子准教授、
櫻場つぐみさん（教育学部 4年）

　

本
学
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、九
州
北
部
豪
雨
復

興
支
援
と
し
て「
道
の
駅
う
き
は
」及
び「
上
鶴

窯
小
石
原
焼
」の
販
売
企
画
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

8
月
1
9
日
、本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、「
道
の
駅
う
き
は
」

出
張
販
売
所
を
設
け
、

旬
の
く
だ
も
の
が
販
売

さ
れ
ま
し
た
。オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
場
し
た

多
く
の
高
校
生
、保
護

者
の
方
に
購
入
い
た
だ

き
ま
し
た
。ま
た
、9
月

1
日
〜
3
日
に
開
催
さ

れ
た「
Y
A
K
U
Z
E
N 

E
X
P
O 

2
0
1
7
」に
お
い
て
は
、「
道
の
駅
う
き
は
」の

販
売
、お
よ
び
東
峰
村
の
小
石
原
焼
上
鶴
窯
と

の
コ
ラ
ボ
商
品
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。小
石
原

焼
の「
飛
び
カ
ン
ナ
」の
模
様
の
中
に
ナ
カ
ム
ラ
の

N
が
施
さ
れ
た
限
定
商

品
が
販
売
さ
れ
、多
く

の
来
場
者
に
手
に
取
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
地
域
の

一
日
も
早
い
復
旧
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

九
州
北
部
豪
雨
復
興
支
援

「
道
の
駅
う
き
は
」「
上
鶴
窯
小
石
原
焼
」の
販
売
企
画

　

9
月
2
日
〜
3
日
、ア
メ
リ
カ
の
食
の
名
門

校「
カ
リ
ナ
リ
ー
･
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
・オ
ブ・

ア
メ
リ
カ（
C
I
A
）」の
学
生
が
、和
食
や
日
本

の
食
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ「Japanese Studies 

Program

」の
研
修
の
た
め
来
日
し
ま
し
た
。

　

本
学
と
C
I
A
は
包
括
連
携
協
定
に
基
づ

き
、「
和
食
」を
体
系
的
に
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
設
計
、C
I
A
の
正
課
の
授
業
と
し
て

約
20
名
の
学
生
が
本
学
お
よ
び
福
岡
市
内
を

視
察
し
ま
し
た
。一
行
は
本
学
に
て
中
野
修
治

栄
養
科
学
部
長
に
よ
る
講
義
を
受
け
、食
と

健
康
に
つ
い
て
栄
養
科
学
の
重
要
性
を
学
び
ま

し
た
。ま
た
、飲
食
店
な
ど
の
現
地
視
察
も
行

わ
れ
、栄
養
科
学
や
日
本
の
食
ビ
ジ
ネ
ス
の
見

地
か
ら
体
系
的
に
学
ぶ
事
が
で
き
る
研
修
と

な
り
ま
し
た
。尚
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
福
岡

市
、コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
、久
原
食
品
や
一
風

堂
、ク
ッ
ク
チ
ャ
ム
プ
ラ
ス
シ
ー
等
の
行
政
や
企

業
が
参
画
し
、将
来
的
に
は
外
国
人
観
光
客
向

け
の「
食
を
学

び・
体
験
す
る

観
光
ツ
ア
ー
」

と
し
て
の
確

立
を
目
指
し

ま
す
。

食
の
名
門
校
C
I
A
の
学
生
が

「
福
岡
の
食
の
ビ
ジ
ネ
ス
」研
修
に
来
日

国際
交流



　
中
村
学
園
三
陽

高
等
学
校
ヨ
ッ
ト

部
が
、イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
全
国
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
8
月
12
〜
16
日
に

和
歌
山
セ
ー
リ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た「
平
成
29
年

度
　
第
58
回
全
国

高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
ヨ
ッ
ト
競
技
大
会
」に
て
、男
子
F
J

級（
倉
地
・
深
水
・
石
川
・
小
柳
）に
お
い
て
優

勝
、男
子
4
2
0
級（
上
田
・
石
松
・
本
多
・
倉

橋
）で
は
3
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。イ
ン

タ
ー
ハ
イ
の
種
目
と
し
て
は
今
年
で
最
後
と

な
る
男
子
F
J

級
で
、2
年
連
続

9
度
目
の
F
J

級
優
勝
を
果
た

し
、有
終
の
美
を

飾
り
ま
し
た
。

　
中
村
学
園
女
子
高
等
学
校
剣
道
部
が「
玉

竜
旗
高
校
剣
道
大
会
」お
よ
び「
イ
ン
タ
ー

ハ
イ 

剣
道
大
会
」に
お
い
て
優
勝
し
、春
の

魁
星
旗
・
選
抜
大
会
に
続
い
て
四
冠
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
7
月
25
日
、26
日
に

行
わ
れ
た「
平
成
29

年
度 

玉
竜
旗
高
校

剣
道
大
会
」に
お
い

て
は
2
年
連
続
6
度

目
の
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。8
月
10

日
〜
12
日
に
行
わ
れ

た「
平
成
29
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
剣
道
大
会 

第
64
回
全
国
高

等
学
校
剣
道
大

会
女
子
団
体
」

に
お
い
て
は
、

昨
年
に
引
き
続

き
優
勝
を
果
た

し
、個
人
に
お

い
て
も
妹
尾 

舞
香
さ
ん（
2

年
）が
優
勝
し

ま
し
た
。

中
村
学
園
女
子
高
等
学
校
剣
道
部

玉
竜
旗
＆
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
Ｗ（
団
体
・
個
人
）優
勝

中
村
学
園
三
陽
高
等
学
校
ヨ
ッ
ト
部　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝

　
7
月
21
日
、「
栄
養
科
学
部
フ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
開
設
記

念
講
演
会
」が
開
催
さ
れ
、「
食
産
業
で
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、3
名
の
講
演
者
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま
た
、3
名
の
講
演
者
と
同
学
科
の
手
嶋
准
教
授
に
て
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、仕
事
を
す
る
う
え
で
心
が
け
て
い
る

こ
と
や
、自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
表
現
す
る
一
文
字
な
ど
を
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。受
講

し
た
学
生
た
ち
は
食

品
業
界
の
貴
重
な
お

話
を
熱
心
に
傾
聴
し
、

学
習
意
欲
を
喚
起
す

る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
7
月
29
日
、「
流
通
科
学
研
究
所
第
12
回
国
際
セ
ミ
ナ
ー
」が
開
催

さ
れ
、国
内
外
か
ら
著
名
な
研
究
者
及
び
各
界
の
専
門
の
方
を
お
招

き
し
、「
日
本
・
韓
国
・
台
湾
に
お
け
る
農
林
水
産
物
の
輸
出
戦
略
」を

共
通
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
界
か
ら
約
2
0
0
名
の
方
々
に

ご
来
場
い
た
だ
き
、講
演
に
対
す

る
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る

な
ど
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

流
通
科
学
研
究
所 

第
12
回
国
際
セ
ミ
ナ
ー　

開
催

フ
ー
ド
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

開
設
記
念
講
演
会　

開
催
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共通テーマ 「日本・韓国・台湾における農林水産物の輸出戦略」

「動物疾病と貿易 ―動物検疫の世界―」
農林水産省　消費・安全局　動物衛生課　
国際衛生対策室長　伊藤 和夫 氏

「韓国における農林水産物の輸出戦略」
韓国　全北大学校　農業生命科学大学　助教授　金 中起 氏

「台日農林水産物貿易の現状と展望」
台北駐日経済文化代表処　経済部（農業担当）
次長代理　載 徳芳 氏

講師
講演テーマ

共通テーマ 「食産業で夢を実現するために」 

「一杯のラーメンに命を懸ける～自分の進むべき道を見つける～」
白河手打中華そば「とら食堂」　店主　竹井 和之 氏
ファシリテーター：株式会社力の源ホールディングス　原智 彦 氏

「味の素、日本コカ･コーラにおける食品開発とマネジメント」
株式会社FBTプランニング　代表取締役　久塚 智明 氏

「世界を動かす商社の活動とフード･マネジメント」
中村学園大学　流通科学部 准教授　小林 修 氏

講師
講演テーマ
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フ
ー
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
で
は
、
11
月

12
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る「
福
岡
マ
ラ
ソ
ン

2
0
1
7
」に
て
、ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ま
を
応

援
す
べ
く
、オ
リ
ジ
ナ
ル
給
食
を
提
供
い
た

し
ま
す
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、株
式
会
社

果
実
堂（
本
社
：
熊
本
県
益
城
郡
益
城
町
）の

「
発
芽
大
豆
」を
提
供
い
た
だ
き
、フ
ー
ド
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の
学
生
が
ラ
ン
ナ
ー
向
け

の
給
食
と
し
て
、オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
考

案
し
、大
会
当
日
、直
接
提
供
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
あ
た
り
、事
前

に
学
科
内
で
公
募
し
た
と
こ
ろ
、33
名
か
ら
37

メ
ニ
ュ
ー
の
応
募
が
あ
り
、10
月
6
日（
金
）に

開
催
し
た
結
団
式
に
て
採
用
メ
ニ
ュ
ー
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。採
用
メ
ニ
ュ
ー
は
、37
案
か

ら
3
案
を
担
当
教
員
が
選
出
し
良
い
部
分
を

掛
け
合
わ
せ
た
も
の
で
、食
べ
や
す
さ
、美
味

し
さ
だ
け
で
な
く
、走
る
こ
と
に
よ
っ
て
失

わ
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
や
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
豊
富
に

含
む
な
ど
、ラ
ン
ナ
ー
向
け
に
栄
養
面
を
考

慮
し
た
、大
豆
と
野
菜
を
使
っ
た
コ
ン
ソ
メ

味
の
ゼ
リ
ー
で
す
。

　

レ
シ
ピ
が
採
用
さ
れ
た
井
手
乃
梨
子
さ

ん
、髙
橋
綾
さ
ん
、吉
村
千
晶
さ
ん（
フ
ー
ド
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
1
年
）は
、「
給
食
所
は

甘
い
も
の
が
多
い
の
で
、塩
気
が
あ
る
も
の

を
と
考
え
ま
し
た
。こ
の
ゼ
リ
ー
を
食
べ
て
、

ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
に
最
後
ま
で
走
り
き
っ

て
欲
し
い
で
す
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
33
名

の
学
生
は
、商
品
企
画
チ
ー
ム
と
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
チ
ー
ム
の
２
チ
ー
ム
に
わ
か
れ
、大

会
当
日
ま
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
の
た
め

に
活
動
し
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
、西
区
の
海
釣
り
公
園
付
近

に
て
、学
生
自
ら
2
0
0
0
食
を
提
供
す
る

予
定
で
す
。

フ
ー
ド
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
学
生

「
福
岡
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
7
」に
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
給
食
を
提
供

　

中
村
学
園
大
学
広
報
室
で
は
、「
広
報
誌

セ
ロ
リ
」を
よ
り
いっ
そ
う
充
実
さ
せ
ご
愛
読

い
た
だ
く
た
め
、ご
意
見
、ご
感
想
、ご
要
望

を
伺
っ
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
、読
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。ご
協

力
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
情
報
は
、広
報
誌

の
充
実
の
た
め
に
の
み
使
用
い
た
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
回
答
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
回
答
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

（
郵
送
に
て
本
誌
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る

方
は
、同
封
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
ご
記
入

の
上
、F
A
X
に
て
返
信
い
た
だ
い
て
も
結

構
で
す
。）

　

平
成
29
年
9
月
1
日
、「
Y
A
K
U
Z
E
N 

E
X
P
O 

2
0
1
7
」に
て
中
村
学
園
女
子

高
等
学
校
が〝「
食
」の
サ
ミ
ッ
ト
〞を
開
催
し
ま

し
た
。中
村
学
園
女
子
高
等
学
校
は
2
0
1
5

年
度
か
ら
文
部
科
学
省
よ
り
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー

バ
ルハ
イ
ス
ク
ー
ル（
S
G
H
）に
認
定
さ
れ
、「
地

球
規
模
の
課
題『
食
』を
通
じ
た
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」を
テ
ー
マ
に
多
く
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
集
大
成
で
あ
る

〝「
食
」の
サ
ミ
ッ
ト
〞は「
食
」に
関
す
る
諸
問
題

と
そ
の
解
決
策
を
議
論
す
る
場
で
、予
選
に
は

7
ヶ
国
27
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。当

日
は
予
選
を
通
過
し
た
5
ヶ
国
6
チ
ー
ム
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
、代
表
生
徒
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
な
ど
大
い
に
盛
り

上
が
り
、会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。尚
、

各
チ
ー
ム
の
主
張
は
共
同
宣
言
と
し
て
国
連
関

連
機
関
へ
提
言
し

て
い
ま
す
。

中
村
学
園
女
子
高
等
学
校
　〝「
食
」の
サ
ミ
ッ
ト
〞を
開
催

『
世
界
の
中
高
生
に
よ
る「
食
」に
関
す
る
諸
問
題
の
解
決
』

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
　
ご
協
力
の
お
願
い

［問合せ先］
中村学園大学
入試広報部　広報室
092-851-2634
https://goo.gl/forms/1V2k4hgWeBUxlHq13
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本
学
で
は
、被
災
者
の
皆
様
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
し
、受
験
者
の
進
学
機
会
の
確
保

を
図
る
た
め
、2
0
1
8（
平
成
30
）年
度
入

学
試
験
に
お
い
て
特
別
措
置
を
実
施
い
た
し

ま
す
。詳
し
く
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記

載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
参
照
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
7
月
九
州
北
部
豪
雨
で

被
災
さ
れ
た
志
願
者
に
対
す
る

特
別
措
置
に
つ
い
て

教
職
員
の
動
き

http://www.nakamura-u.ac.jp/admission/topics/detail/?masterid=1648

外部資金等の受け入れ状況

［ 研 究 者 ］
［研究課題名］

［ 委 託 者 ］
［ 研 究 期 間 ］

［交付予定額］

［ 研 究 者 ］
［研究課題名］

［ 委 託 者 ］

［ 研 究 期 間 ］

［交付予定額］

［ 研 究 者 ］

［研究課題名］

［ 委 託 者 ］

［ 研 究 期 間 ］

［交付予定額］

［ 研 究 者 ］
［研究課題名］
［共同研究機関］
［ 研 究 期 間 ］

［ 研 究 者 ］
［ 寄 付 者 ］
［ 寄 付 額 ］
［ 研 究 期 間 ］

太田　英明（栄養科学部・教授）
沖縄在来有色豆の機能性と
調理加工特性評価
沖縄県農業研究センター
平成29年4月3日～
平成30年3月9日
3,380,000円

片山　富弘（流通科学部・教授）
離島における地域づくりの調査
研究
佐賀県
（佐賀県庁地域交流部さが創生推進課）
平成29年5月1日～
平成29年11月30日
495,000円

内田　和宏
（食物栄養学科・准教授）
健康長寿社会の実現を目指した
大規模認知症コホート研究
日本医療研究開発機構
（AMED）
平成29年4月1日～
平成30年3月31日
1,000,000円

三堂　德孝（食物栄養学科・教授）
生ノリ製品の開発に関する研究
福岡県水産海洋技術センター
平成29年4月1日～
平成30年3月31日

三堂　德孝（食物栄養学科・教授）
ニビシ醤油株式会社
200,000円
平成29年度

受託研究

共同研究

研究助成寄付金

来
、6
年
間
に
亘
り
研
究
科
長
を
務
め
、管
理

栄
養
士
・
栄
養
士
の
資
格
を
も
つ
博
士（
栄
養

科
学
）の
教
育
研
究
に
尽
力
し
、栄
養
士
の
社

会
的
地
位
の
向
上
、教
育
研
究
の
質
的
向
上

を
目
指
し
、管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
の
養
成
に

多
大
な
貢
献
を
果
た
す
な
ど
、学
生
の
教
育

お
よ
び
学
術
研
究
の
功
績
を
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

教
員
の
表
彰

平
成
29
年
度
栄
養
関
係
功
労
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

平
成
29
年
8
月
、太
田
英
明
教
授（
フ
ー

ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
主
任
）が
、栄
養
士

養
成
功
労
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。こ
の
表
彰
は
、栄
養
士
・
管
理

栄
養
士
養
成
施
設
の
設
立
者
、施
設
長
ま
た

は
教
職
員
で
あ
っ
て
栄
養
士
・
管
理
栄
養
士

の
養
成
の
た
め
特
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
厚
生
労
働
大
臣
が

行
う
も
の
で
す
。

　

太
田
教
授
は
、本
学
に
お
い
て
長
年
に
亘

り
栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
養
成
の
た
め「
食
品

加
工
学
・
食
品
学
・
食
品
機
能
学
等
」の
科
目

を
担
当
し
、学
生
の
指
導
に
熱
心
に
取
り
組

ん
で
来
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、平
成
16
年
の
本

学
栄
養
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
新
設
以

　

平
成
29
年
8
月
、九
州
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
学

会
第
66
回
大
会
の
一
般
研
究
発
表
に
お
い
て
、

栄
養
科
学
研
究
科（
博
士
前
期
課
程
１
年
）の

石
松
諒
子
さ
ん
が
若
手
優
秀
発
表
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。石
松
さ
ん
は
演
題「
小
学
校
高
学

年
に
お
け
る
朝
食
の
食
事
構
成
と
身
体
活
動

水
準
の
関
連
性
」を
発
表
し
、35
歳
未
満
の
研

究
者
を
対
象
と
し
た
同
賞
の
受
賞
者
4
名
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

学
生
の
表
彰

九
州
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
学
会

若
手
優
秀
発
表
賞

●
退
職
人
事（
平
成
29
年
8
月
31
日
付
）

助
手（
短
大
） 

藤
原 

真
貴
子

教職員の出版物
著者は、本学教員のみ記載※肩書き等は発行日現在のもの

『World Celebrities』

津田　晶子　
食物栄養学科　准教授　共著
（英宝社　平成29年9月）
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